
〔�〕 a，bは正の実数であり，a≠�，b≠�を満たすとする。太郎さんは

loga bと log b aの大小関係を調べることにした。

 太郎さんは次のような考察をした。

まず，log３�＝ ス ，log９�＝
�
ス

である。この場合

log３�＞ log９�

が成り立つ。

一方，log�
�

セ ＝－
�
� ，log セ

�
� ＝－

�
� である。この場合

log�
�

セ ＜ log
セ

�
�

が成り立つ。
（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）
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 ここで

loga b＝ t ………………………… 

とおく。

の考察をもとにして，太郎さんは次の式が成り立つと推測し，それ

が正しいことを確かめることにした。

log b a＝
�
t

………………………… 

により， ソ である。このことにより タ が得られ，が

成り立つことが確かめられる。

ソ の解答群

� ab＝ t � at＝ b � ba＝ t

� bt＝ a � ta＝ b � t b＝ a

タ の解答群

� a＝ t
�
b � a＝ b

�
t � b＝ t

�
a

� b＝ a
�
t � t＝ b

�
a � t＝ a

�
b

（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）
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 次に，太郎さんはの考察をもとにして

t＞
�
t

………………………… 

を満たす実数 t（ t≠�）の値の範囲を求めた。

太郎さんの考察

t＞�ならば，の両辺に tを掛けることにより，t２＞�を得る。

このような t（ t＞�）の値の範囲は�＜ tである。

t＜�ならば，の両辺に tを掛けることにより，t２＜�を得る。

このような t（ t＜�）の値の範囲は－�＜ t＜�である。

この考察により，を満たす t（ t≠�）の値の範囲は

－�＜ t＜�，�＜ t

であることがわかる。

ここで，aの値を一つ定めたとき，不等式

loga b＞ log b a ………………………… 

を満たす実数 b（b＞�，b≠�）の値の範囲について考える。

を 満 た す bの 値 の 範 囲 は，a＞�の と き は チ で あ り，

�＜ a＜�のときは ツ である。

（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）
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チ の解答群

� �＜ b＜ �
a
，�＜ b＜ a � �＜ b＜ �

a
，a＜ b

� �
a
＜ b＜�，�＜ b＜ a � �

a
＜ b＜�，a＜ b

ツ の解答群

� �＜ b＜ a，�＜ b＜ �
a

� �＜ b＜ a，�
a
＜ b

� a＜ b＜�，�＜ b＜ �
a

� a＜ b＜�，�
a
＜ b

 p＝
１２
１３
，q＝

１２
１１
，r＝

１４
１３
とする。

次の�～�のうち，正しいものは テ である。

テ の解答群

� log p q＞ log q p かつ log p r＞ log r p

� log p q＞ log q p かつ log p r＜ log r p

� log p q＜ log q p かつ log p r＞ log r p

� log p q＜ log q p かつ log p r＜ log r p
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